
疑問詞「どんな」を含む質問に対する答え方の問題点

アブストラクト

筆者らは、初級学生の会話の問題点の一つ、「説明するための表現が身についていない」ことに関して、「どんなＮ」

質問文の学生の答え方を手がかりに、初級での指導の研究を進めている。本稿では、「どんなＮ」質問文を５つの

タイプに整理し、そのタイプの中での答え方の傾向と特徴を見た。さらに、その中でもタイプ１「教科書などで学

習した質問」とタイプ４「どんなことを含む質問」に対する答え方の問題点を指摘して考察し、解決方法を探った。

　その結果、タイプ１の「どんな N」質問は、「どんな」が初級の早い時期に学習する項目であるため、その時期

に学習した語彙の範囲内で練習した答え方に縛られ、そこからの広がりがないこと、また「どんなこと」の質問では、

答えはできても表現に稚拙さがあることと、話の流れがつかめていないとき、適した答えができないことが分かっ

た。これらのことを踏まえ、今後授業では、バリエーションのある答え方の練習、文脈のある会話練習をしていく

必要があることを指摘した。
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